
町民図書
館に 

一足先に
八重桜が

 

　　　咲
いていま

す 
町民図書

館に 

一足先に
八重桜が

 

　　　咲
いていま

す 

戸籍の窓 

お
く
や
み 

赤
ち
ゃ
ん 

2月分まで（届出順・敬称略） 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

編
集
後
記

編
集
後
記 

編
集
後
記 

表
紙
の
写
真 

　
今
回
、
卒
業
式
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

｢

別
れ
の
言
葉｣

を
何
回
も
練
習
し
た
こ
と
や
、

歌
が
苦
手
で
ほ
と
ん
ど
口
パ
ク
だ
っ
た
こ
と
、

部
活
動
の
先
輩
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
も

ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
制
服
の
第
２
ボ

タ
ン
を
求
め
て
友
人
と
走
り
回
っ
た
こ
と
な

ど
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
も
心
の
片
隅
に
し
ま
っ
て
お
け
る
多
く
の

思
い
出
が
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
回
訪
ね
た
、
卒
業
式
は
と
て
も
感
動
的
で
、

涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
は
別

れ
の
季
節
で
あ
り
、
出
会
い
の
季
節
で
す
。

新
し
い
仲
間
を
求
め
て
飛
び
立
ち
ま
し
ょ
う
Z

（
史
） 

　
御
陵
幼
稚
園
の
卒
園
児
た
ち
で
す
。
桜
の

花
が
咲
く
頃
、
小
学
校
に
入
学
し
ま
す
。 

「子ども読書の日」記念 

会場　町立図書館 
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4
月
号

はやつ　えみちゃんいわい　ひびきくんおかもと　あやかちゃん

名
　
前

性
別

保
護
者

住
　
所

名
　
前

年
齢

住
　
所

山
下
　
平
信
　
89

下
浄
法
寺

鈴
木
　
正
雄
　
56

栗
住
波

蛇
渕
五
津
子
　
72

松
岡
志
比
堺

内
藤
　
要
一
　
65

松
岡
松
ヶ
丘

宮
前
清
太
郎
　
94

松
岡
西
野
中

前
田
　
一
巳
　
84

松
岡
湯
谷

近
藤
ス
エ
ヲ
　
87

市
右
エ
門
島

前
川
　
幸
男
　
70

竹
原

加
藤
　
つ
を
　
99

松
岡
芝
原
２

山
田
シ
ズ
ヲ
　
83

山
王

中
川
　
　
義
　
64

吉
波

鈴
木
つ
や
子
　
81

大
野
島

早
津
　
愛え

望み

女

明
世
・
由
香

花
谷

伊
藤
　
　
涼

り
ょ
う

男

久
章
・
あ
さ
み

谷
口

岩
井
　
　
響

ひ
び
き

男

親
　
・
美
雪

松
岡
観
音
3

山
本
　
　
昴
す
ば
る

男

弘
幸
・
里
美

轟

池
田
　
悠ゆ

う

生せ
い

男

哲
也
・
由
紀

け
や
き
台

岡
本
　
彩あ

や

花か

女

昭
光
・
か
お
り

竹
原

白
崎
　
蒼あ

お

空ぞ
ら

男

岳
史
・
香
世
子

松
岡
学
園

西
　
美み

寿ず

希き

女

勇
樹
・
章
代

花
谷

中
村
　
悠ゆ

う

人と

男

圭
男
・
美
奈

松
岡
湯
谷

山

笠
松
　
紀
男

山

田
野
多
里
恵

越
前
市

新
住
所
　
　
　

名
　
前
　
　
　
　
旧
住
所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
か
た
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

仲
谷
　
正
一
　
63

松
岡
下
合
月

伊
井
　
正
志
　
90

飯
島

田
原
千
鶴
子
　
93

鳴
鹿
山
鹿

白
崎
ま
さ
の
　
92

松
岡
葵
２

山
田
　
清
正
　
80

吉
峰

長
谷
川
シ
ゲ
コ

74

松
岡
芝
原
１

楠
　
　
　
桂
　
72

東
古
市

長
谷
川
利
一
　
90

松
岡
葵
２

角
井
　
　
一
　
71

松
岡
神
明
１

河
合
喜
代
治
　
93

松
岡
志
比
堺
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こ
の
度
の
旧
松
岡
町
、
旧
永
平
寺
町
、
旧
上
志
比
村
三

町
村
の
合
併
に
伴
う
初
の
町
長
選
に
お
き
ま
し
て
ご
信
任

を
賜
り
、
初
代
永
平
寺
町
長
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
厚
情
、ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。さ

て
、
こ
の
度
の
合
併
は
、
三
つ
の
町
村
が
一
つ
に
な

る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
「
永
平
寺
町
」
が
調

和
の
と
れ
た
魅
力
と
活
力
あ
る
「
住
み
た
く
な
る
町
」
へ

の
出
発
地
点
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
目
指
す
町
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
は
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、

ま
た
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
「
永
平
寺
町
」
と
い
う
一

つ
の
町
と
し
て
融
和
と
均
衡
あ
る
発
展
を
実
現
す
る
た

め
、「
総
合
振
興
計
画
」
な
ど
の
主
要
計
画
や
町
民
の
皆

様
の
声
を
町
政
に
活
か
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な

ど
の
住
民
参
画
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
日
、
高
齢
化
、
少
子
化
社
会
が
着
実
に
進
ん
で
い
く

な
か
に
あ
っ
て
、
町
民
が
健
康
で
笑
顔
に
満
ち
た
町
と
な

る
た
め
に
高
齢
者
福
祉
の
充
実
や
就
学
前
乳
幼
児
医
療
費

無
料
化
の
実
施
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
健

康
福
祉
施
設
の
具
体
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
と
す
る
た
め
、
子
ど
も
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
の

防
犯
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
校

生
活
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
小
中
学
校
・
幼

児
園
の
耐
震
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
若
い
世
代
が
住
み
た
く
な
る
町
を
実
現
し
、
よ

り
多
く
の
か
た
が
た
に
住
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
快
適
で

良
質
な
宅
地
の
提
供
を
行
い
、
0
歳
児
保
育
に
お
け
る
受

け
入
れ
年
齢
の
引
き
下
げ
を
行
う
と
と
も
に
児
童
館
機
能

の
拡
充
整
備
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
自
然
環
境
と
共
生
で

き
る
町
の
た
め
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
環

境
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
環
境
を
守
り
、
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
た
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
活
力
あ
る
町
と
す
る
た
め
に
、
九
頭
竜
川
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
大
本
山
永
平
寺
、吉
峰
寺
、

手
繰
ヶ
城
山
古
墳
群
を
結
び
つ
け
た
新
し
い
観
光
ル
ー
ト

の
検
討
、
福
井
大
学
と
福
井
県
立
大
学
の
二
つ
の
大
学
と

の
連
携
強
化
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
資
源
を
活
か
す
た
め
の
永
平
寺
口
駅
周
辺
整
備
計
画
の

具
体
化
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
な
ど
の
施
策
と
、

さ
ら
に
福
井
市
に
近
い
と
い
う
利
点
を
活
か
し
た
企
業
誘

致
な
ど
の
産
業
振
興
施
策
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
施
策
に
欠
か
せ
な
い
機
能
補
償
道
路
の

早
期
開
通
を
は
じ
め
と
し
た
管
内
道
路
網
の
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
や

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
作
成
、
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
に
よ
り
町
行
財
政
の
一
層
の
効
率
化
を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
か
し
切
れ
る
健
全
な
行
財
政

運
営
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
今
日
、
各
自
治
体
に
は
自
ら
求
め
る

も
の
を
自
ら
の
責
任
と
自
ら
の
財
源
で
と
い
う
運
営
を
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
特
に
町
民
の
皆
様

の
声
を
お
聞
き
し
、
あ
る
い
は
町
民
の
皆
様
に
参
画
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
町
の
組
織
も
事
業
の
進
展
に
あ
わ
せ

て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
最
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
町
民

の
皆
様
と
町
行
政
が
と
も
に
町
を
愛
す
る
心
で
一
つ
に
な

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
と
な
り
推
し
進
め
て
い
く
こ
と

で
永
平
寺
町
の
新
し
い
歴
史
へ
の
扉
が
開
か
れ
、
輝
か
し

い
未
来
の
姿
が
描
か
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

永
平
寺
町
長
　
　
松
　
本
　
文
　
雄
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当選証書を受ける松本町長



各
中
学
校（
3
月
16
日
）・ 

　
小
学
校（
3
月
17
日
）の 

　
　
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

松
岡
中
学
校 

 

勉
強
や
部
活
動
に
は
げ
ん
だ
3

年
間
の
思
い
出
を
胸
に
1
0
1
名

の
生
徒
が
巣
立
ち
ま
し
た
。 

志
比
南
小
学
校 

　
卒
業
式
を
終
え
、
教
室
に
戻
っ
た
卒
業
生
は
、
保
護
者
が
見
守

る
な
か
、
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
一
人
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
最
後
に
「
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
生
徒
玄
関
前
で
、
在
校
生
や
教
職
員
が
並
び
、
卒
業
生
を
見
送

り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
お
よ
び
仲
間
や
、
部
活
動
の

後
輩
と
、
名
残
惜
し
そ
う
に
最
後
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

　
卒
業
生
と
在
校
生
が
向
き
合
っ
て

思
い
出
を
語
り
合
う
「
別
れ
の
言
葉
」

で
は
、
在
校
生
が
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
、「
夢
を
も
っ
て
羽
ば
た
い
て

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し

た
。
卒
業
生
も
6
年
間
の
思
い
出
を

語
り
、
在
校
生
に
「
志
比
南
小
学
校

を
輝
か
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
伝

え
ま
し
た
。 

　
最
後
に
卒
業
生
は
、
在
校
生
ら
で

つ
く
る
花
道
を
通
り
校
舎
を
後
に
し

ま
し
た
。 

上
志
比
小
学
校 

　
５２
名
の
生
徒
が
慣
れ
親
し
ん
だ
学

び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
卒
業
生
は

在
校
生
が
見
守
る
な
か
、
胸
を
張
っ

て
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
卒
業
生
と
在
校
生
の
歌
声
が
、
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
卒
業
式

に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。 

　
２２
名
の
生
徒
は
校
長
先
生
か

ら
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
る
と
、

「
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
な
り

ま
す
」
や
、「
人
を
災
難
か
ら

守
る
仕
事
に
就
き
ま
す
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
将
来
の
夢
を
大
き
な

声
で
発
表
し
ま
し
た
。 

卒業式
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シ
ョ
ッ
ト 

シ
ョ
ッ
ト 

一輪車に乗りたいな！ 

雲が作れるの？ 
　3月18日、町立図書館永平寺館にて町のボラン
ティアのかたによる、おもしろ実験教室が開催さ
れました。 
　ドライアイスを水やジュース、酒、油、コーヒ
ーなどに入れる実験や、細かく砕いたドライアイ
スを放り投げて、雲を作る実験などが行われまし
た。教室に訪れた子どもたちは、実験の結果を予
想しながら、興味深く見ていました。 

図書館まつり 
　また、3月25日には図書館まつりが開催され、
人形劇団「たんぽぽ」による人形劇が行われま
した。約 40名の子どもたちが参加し、夢中に
なって見ていました。 

　2月28日、子どもの体力向上実践地
域実行委員会（永平寺町教育委員会）
による一輪車講座が志比南・志比・志
比北小学校にて行われました。 
　身体を一輪車の後ろから前へ移動さ
せる ｢とび越し｣ を一輪車愛好家の蓑輪
高志講師から習いました。「できない、
できない｣と言い合っていた児童たちも、

練習を重ねるうちにできるようになり、喜び一杯の顔で ｢できた～｣とさけんでいました。 
　志比小学校の１年生は、乗れるようになったら、校長先生から賞状がもらえるそうです。 

判断をまちがえると… 
　3月7日、松岡町商工会主催の吉田郡三町
村合併記念講演会が行われ約250名が来場
しました。ズームインSUPERでお馴染みの
辛坊治郎さんが ｢どうなる日本？～政治・経
済・社会の未来を見通すために～｣ と題して
講演されました。 
　辛坊さんは最近話題のニュースの裏側や、
リポーター時代の経験談などを交えながら、｢向
う側にある真実を見抜いて、判断して欲しい｣
と話していました。 

火の用心をお願いします 

お ひ
なまつり会

　3月3日、おひなまつり会が開催されました。 　おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に手遊びを 
しました。 

　3月の誕生会も行われました。 

　おじいちゃん、おばあちゃんに歌や紙芝居を 
元気に発表しました。 

　3月8日、ショッピングプラザメイト
にて消防フェスタが開催されました。上
志比幼児園の園児48名が参加し、啓発
活動、消火体験および災害体験を行いま
した。園児たちは、買い物客に ｢火の用
心をお願いします｣ と大きな声で呼び掛
けていました。 

まちかどショット
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志比小学校

ショッピングプラザメイト

町立図書館永平寺館

松岡町商工会館

御陵幼児園

志比幼児園

松岡西幼児園



農作業標準料金が改定されました 永平寺町農業委員会 

平成18年度　　農作業標準料金 

　農作業標準料金は、担い手の育成や農用地の利用増進、さらには農業機械施設などの有効利用を図るために適正
な農作業受委託推進の一環として、市町村の実態に沿って設定されたものです。 

稲　作 

麦・大豆 

作　業　区　分 標 準 料 金 備　　　　　　　　考 
1. 
2. 
3.

圃 　場　 条　 件 
圃場条件の悪いところ　　おおむね20ａ未満 
圃場条件の悪いところ　　おおむね10ａ未満 

標 準 料 金 指 針 
標準料金に 5～10％加算 
　　〃　　10～30％加算 

作　業　区　分 

ソ　バ 

作　業　区　分 

計 

※実勢とは、県下でソバ栽培が行われている11箇所（組織・地域）の平均値 

ソ　　　　　バ 
実　　勢 試　算　値 

作　業　区　分 標 準 料 金 備　　　　　　　　　考 

麦 大　　豆 備　　　　　　　　　考 

計 

1. 
 
2. 

3. 
 
4. 
5.

耕 起 ･ 播 種  
 
収　　　　穫 

溝　 掘 　り 
 
培　　　　土 
防　　　　除 

1. 
2. 
3. 
4.

耕 起 ･ 播 種  
収　　　　穫 
溝　 掘 　り 
防　　　　除 

7,860 
9,168 
3,033 
500 

20,561

5,900 
11,900 
3,600 
300 

21,700

耕　起　・　代　か　き 
田　　　　　　　　　植 
収　　　　　　　　　穫 

5. 

6.

育　　　　　　　　　苗 

防　　　　　　　　　除 

計 

参考 

参考 1,100
弾 丸 暗 渠 
（１０a当り） 

サブソイラの場合 
30ａ圃場で30ｍを33本、100ｍを4本と仮定 

4. 乾燥調整 
乾　　　燥 

も み す り 

12,500 
7,000 
15,000

耕起・代かき作業 
苗代および肥料代は含まない（施肥を伴う場合） 
生産物の運搬費は含まない 

単位：円／１０ａ 

単位：円／１０ａ 

単位：円／１０ａ 

8,800 
（１，０２７円/６０kg） 

（１）１０ａ当り収穫 
　　生もみ700kg(玄米510kg)と仮定 
（２）もみ水分２４％と仮定 3,400 

（３９６円/６０kg） 

13,800 
（8,200） 

600

61,100 
（55,500） 

硬化苗２０箱分、運搬費は含まない 
（発芽苗の場合） 

2回防除、農薬代は含まない 
（１回は箱施用による） 

畦塗り(100ｍ当り) 
土壌改良材散布 
（10ａ当り） 
直　　播 
（実勢10ａ当り） 

3,800 

1,000 
 

条播7,688

5,900

11,600

3,600

－ 
500 

21,600

5,300

11,300

麦については、耕起・播種を同時作業とした 
播種はロータリーシーダーとした 
生産物の運搬費は含まない 
大豆は単作に適用 
ロータリートレンチャーとした 
 
麦2回　大豆3回 

3,600

3.700 
700 

24,600

畦の長さ(30ａ)は160ｍ(100＋30×2)と仮定 
ブロードキャスターの場合 
土壌改良材代およびその運搬費は含まない 
実勢とは、県下で直播作業が行われている 
13箇所の平均値である 

 
（発芽苗の場合） 

1区画30ａ程度を基準としていますが、面積・形状・土質・倒状などの圃場条件によって割り増しとなります 

私たちの町の農業委員さん紹介！ 私たちの町の農業委員さん紹介！ 

会　長　　福　田　　務　　副会長　　江　守　弥　市　　　　　　　任期：H18.8.31まで 

合併に伴い下記のかたがたが農業委員さんとして活動します。農業に関するご意見・ご相談は農業委員会へ 

以上、作業料金に消費税は含まれておりません 

選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙 

推薦 

No. 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17

氏　　　　名 No. 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34

氏　　　　名 No. 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
 
 
 
47 
48

氏　　　　名 
田　邊　甚兵衛 
江 守 弥 市  
藤 田 　 稔  
西 本 英 雄  
天 谷 作 一  
畑 　 幹 夫  
勝　見　清一郎 
松 田 貞 夫  
江 守 宏 佑  
森 塚 順 一  
清 川 行 雄  
木 村 　 勇  
柿 下 國 雄  
西 　 敬 司  
松 浦 一 男  
大 西 　 輝  
金 元 直 栄  

山 本 俊 裕  
福 田 　 務  
石 田 高 彰  
富 坂 忠 一  
岩　崎　喜代治 
笠 松 宏 光  
坪 川 公 幸  
渡 辺 　 稔  
鰐 渕 秀 典  
河 野 一 郎  
柳 原 正 栄  
渡 辺 英 郎  
竹 澤 　 淨  
西 村 一 孝  
島 田 文 雄  
松 原 一 男  
和　田　昭十四 

南 部 睦 生  
南 部 　 貴  
酒 井 成 美  
反 保 幸 男  
前 川 藤 作  
南 部 一 之  
山 田 義 一  
鈴 木 定 一  
斉 藤 　 一  
石 田 正 夫  
土 肥 幸 孝  
佐 藤 弘 一  
 
 
 
鈴　木　吉ヱ門 
毛 利 敏 一  

お問い合わせ 

農林課　161-0111（内線252） 

（敬称略） 

農業委員会より

広報えいへいじ4月号 8

農業委員会より

広報えいへいじ4月号9

吉
よし

田
だ

大 和
やまと

くん　2歳
（諏訪間）

お外大好き、やんちゃなボク。た
だ今、｢まんまんま～ん！｣（アンパ
ンマン）にハマっています。

野
の

村
むら

岳
たけ

琉
る

くん　3歳
（けやき台）

ウルトラマン大好きの3歳です。毎
日パパ怪獣と戦っています。



新着図書案内 新着図書案内 

町立図書館 町立図書館 

一 般 図 書  

● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 

ドキュメント占領の秋1945 
………………　玉木研二 

ドラッカーの遺言 
…………　Ｐ．Ｆ．ドラッカー 
人は見た目が9割 
………………　竹内一郎 

金沢城のヒキガエル 
……………　奥野良之助 

薬局のしくみ 
……………　井手口直子 

元・アナログ機長の四方山話 
　……………　安川いわお 
ジョン・レノン120の言葉 
　………　ジョン・レノン 
森光子 
　………………　杉本　礼 
直感力 
………………　津本　陽 

神はサイコロを振らない　
………………　大石英司 

トリック特急、長崎から京都へ 
………………　斎藤　栄 
草津逃避行 
……………　西村京太郎 

空海 
　………………　三田誠広 

町立図書館永平寺館 町立図書館永平寺館 

一 般 図 書  

● 
 
● 
 
● 
 
 
 
 
● 

イタリア　小さなまちの底力 
………………　陣内秀信 

神はサイコロを振らない 
………………　大石英司 

推理小説 
………………　秦建日子 

 
 
 
ズッコケ中年三人組 
………………　那須正幹 

町立図書館（旧松岡町立図書館）1 61－7117 
町立図書館永平寺館　　　　　　1 63－2111 
町立図書館上志比館　　　　　　1 64－3170 
開館時間　10時～18時 
※町立図書館（旧松岡町立図書館）のみ、火・
木曜日は10時～20時 

町立図書館上志比館 町立図書館上志比館 

一 般 図 書  

● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 

へんないきもの 
……………　早川 いくを 
またまたへんないきもの 
……………　早川 いくを 
ドッポたち　シアワセのもと 
………………　小泉 吉宏 
ヒストリアンⅠ.Ⅱ 
　エリザベス・コストヴァ 
毛髪川柳 
…日本自毛植毛センター 
超バカの壁 
………………　養老孟司 

子 ど も の 本  

子 ど も の 本  

● 
 
● 
 
● 
 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 
 
 
● 
 
● 
 
● 

ちしき 

えほん 

よみもの 

子 ど も の 本  

● 
 
 
● 

子ども版・声に出して 
　読みたい日本語①～⑨ 
………………　齋藤　孝 

宮里藍物語 
………………　本郷陽二 

このページのお問い合わせ 

おはなしのろうそく 1～24 
……　東京子ども図書館 
脳のはたらきがわかる本 
……………　小長谷正明 

さかなをたべる 
…………　なかのひろみ 

 
 
ラモーナ、明日へ 
………　Ｂ・クリアリー 
妖精が丘 
…………　アンデルセン 

やかまし村の春・夏・秋・冬 
………　リンドグレーン 
 
 
あかちゃんが教室にきたよ 
……………　星川ひろ子 

こぶたのバーナビー 
………　Ｕ．ハウリハン 
12のつきのおくりもの 
……………　内田莉莎子 

お問い合わせ 

松岡保健センター　　161-0111 
永平寺保健センター　163-2868 
上志比保健センター　164-3000

　日頃、運動する機会の少ないかた、
運動したいけれど１人ではなかなか
できないかたなどを対象にして、筋
力や持久力のアップ、運動の習慣化
を目指した「いきいきトレーニング
教室」を実施しています。 
　「松岡にこにこトレーニング」で
おなじみの東野哲子先生が作成した
運動メニューのビデオを観ながら皆
さんで一緒に行いましょう。 

開催日時　毎週月曜日　10：30～11：30 
場　　所　「松岡福祉総合センター　みどり荘」 
　　　　　松岡吉野堺15―44 
対 象 者　町内在住の60歳以上の男女 
　　　　　日頃、運動不足を感じているかた 
申込方法　事前の申し込みは要りません 
　　　　　当日会場にお越しください 
☆旧永平寺、旧上志比地区のかたもお気軽にご参加ください 

いきいきトレーニング　参加者募集中 予防接種のご案内 
★ＢＣＧ（結核）予防接種 
対 象 者：平成17年12月1日～平成17年12月31日生

まれの子および、前期間未接種の子 
接種期間：平成18年4月10日（月）～4月15日（土） 
　　　　　次回の接種期間は5月になります 
 
★麻しん・風しん予防接種 
対 象 者：平成17年3月1日～平成17年3月31日生ま

れの子および、2歳未満で「麻しん」「風
しん」のどちらも未接種の子 

接種期間：平成18年4月24日（月）～4月28日（金） 
　　　　　次回の接種期間は5月になります 
☆平成18年4月から「麻しん風しん混合ワクチン」に
なります。「麻しん」または、「風しん」のどちらか
を接種済みのお子さんは、「混合ワクチン」の接種
はできませんので、必ず各保健センター、保健師ま
でお問い合わせください 
 
★三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）予防接種 
対 象 者：平成17年4月1日～平成17年11月30日生

まれの子および、月齢90月未満で未接種
の子 

接種期間：平成18年4月17日（月）～4月22日（土） 
※対象者には町から問診票を送付しています 
※町から配布されております｢予防接種と子どもの健康｣、
あるいは｢予防接種手帳｣を必ずお読みください 
※予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず
記入してください 
 
下記の町内指定医療機関一覧表内で受けてください。 
指定医療機関によって実施する曜日が異なります。 

4月の乳幼児健康相談 
育児相談 
日　時：平成18年4月18日（火） 
受　付：9：30～9：50 
対　象：平成17年11、12月生まれの子 
場　所：松岡保健センター（松岡福祉総合センター内）
　　　　松岡吉野堺15―44 
★対象のお子さんには、受診票をお送りします 

検診が予約制となります 
　平成18年度の町民健診（基本健診・がん検診）は
秋頃を予定しておりますが、本年度から健診が予約制
となります。予約・申し込みは、各保健センターで行
います。 
★健診の予約・申し込みについては、今後発行の広報
でご案内いたしますので、ご覧ください 

育児支援事業 
ママのためのおしゃべりサロン開催中 
　１歳までのお子さんをもつ、お母さん、または保育
者のかた、皆さんで集まって育児についてのお話をし
てみませんか？ 
　育児にかかわっている保育者とそのお子さんを対象
に、ちょっとしたおしゃべりサロンを開催しています。
皆さんでお茶でも飲みながら、忙しい日常からひと時
はなれ、同じ悩みをもつお母さんたちと、お話してみ
ませんか？ 

　旧永平寺、旧上志比地区のかたもお気軽にご参加く
ださい。お待ちしております。 

主な行事予定 
第1・3水曜日：開放教室 
　　皆さんで自由に使ってください 
第2・4水曜日：身体測定・個別育児相談 
　　その他、毎回テーマを変えてお話（保健師）　 
第3水曜日：ベビー＆マザービクス教室 
　　（講師　エアロビクスインストラクター 
　　　　　　　　　　　　　高橋有希子氏） 
時間：10：00～12：00 
　　　　　　　（事前の申し込み不要） 
場所：松岡保健センター 
　　　（松岡福祉総合センター内） 

医　療 
機関名 

伊藤 
医院 

住　　所 
電話番号 接　種　日　時 

月～土曜日 
木曜午後休診、土曜午後3時まで 
日・祝祭日休診 
8:30～12:00  13:30～18:00

松岡神明3-58 
161-0003

佐藤 
医院 

火・水・金曜日のみ 
予約が必要 
日・祝祭日休診 
15:00～16:00

東古市13-16 
163-2011

嶋田 
医院 

月～土曜日 
水・土曜午後休診 
日・祝祭日休診 
9:00～13:00  14:00～18:00

山王21-15-5 
164-2151

多田 
医院 

月～土曜日 
木・土曜午後休診 
日・祝祭日休診 
8:30～12:00  13:30～18:00

竹原1-19 
164-2150

保健通信
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容
器 

　
　
購
入
価
格
の
１
／
2
以
内 

お
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
 

　
1
６１
‐
1
1
1
1（
内
線
2
3
6
） 

　
在
宅
高
齢
者
の
た
め
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
介
護
用
品
支
給
の
申
請
窓
口

が
、
4
月
１
日
よ
り
永
平
寺
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
左
記
の
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
は
、
距
離

に
応
じ
た
料
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用

者
の
負
担
額
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
詳
細
は
、
申
請
窓
口
も
し
く
は
福
祉
保

健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

申
請
窓
口 

　
永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会 

（
や
す
ら
ぎ
の
郷
内
） 

　
　
1
６４
‐
3
0
0
0
 

☆
松
岡
支
所
（
み
ど
り
荘
内
）　
1
61
‐

0
1
1
1
お
よ
び
、
永
平
寺
支
所
（
永

平
寺
老
人
セ
ン
タ
ー
内
）
1
63
‐
3
8
6
 

8
で
も
申
請
で
き
ま
す
 

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課 

　
1
６４
‐
2
2
1
1

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
タ
ク

シ
ー
な
ど
）・
介
護
用
品
支
給
（
お

む
つ
支
給
な
ど
）
の
申
請
窓
口
お

よ
び
料
金
の
改
訂
に
つ
い
て 

　
平
成
18
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行

い
ま
す
。
 

　
注
射
場
所
は
畜
犬
登
録
さ
れ
て
い
る
ご

家
庭
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

実
施
日
 

平
成
18
年
4
月
12
日（
水
）旧
永
平
寺
地
区
 

平
成
18
年
4
月
19
日（
水
）旧
上
志
比
地
区
 

平
成
18
年
4
月
26
日（
水
）旧
松
岡
地
区
 

料
金
（
１
頭
に
つ
き
）
 

　
注
射
料
金
　
　
　
　
　
2
、
3
0
0
円
 

　
注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
　
5
5
0
円
 

 　
犬
の
新
規
登
録
お
よ
び 

         

死
亡
届
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
犬
の
新
規
登
録
お
よ
び
死
亡
届
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
お
忘
れ
な
く
お
届
け

く
だ
さ
い
。
 

登
録
場
所
 

　
上
志
比
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
 

　
永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
 

　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
 

手
数
料
 

新
規
登
録（
1
頭
に
つ
き
）　
3
、0
0
0
円
 

死
亡
届
　
無
料
　
※
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
 

お
問
い
合
わ
せ 

　
上
志
比
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
1
６４
‐
3
0
0
0
 

　
永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
1
６３
‐
2
8
6
8
 

　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
1
６１
‐
0
1
1
1

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す 

生
ご
み
処
理
器
な
ど
を 

　
　
　
購
入
さ
れ
る
か
た
へ
！！
 

臨
時
休
館
 

　
4
月
１５
日
（
土
）
〜
２６
日
（
水
） 

　
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
　
余
熱
館
さ
さ
お
か
 

 
1
７４
‐
0
2
2
1

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
ー
Ｋ
Ａ
Ｎ 

さ
さ
お
か
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
自
動
車
税
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
県
域

を
越
え
る
自
動
車
の
転
出
入
が
あ
っ
た
場

合
で
も
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
１
年
分
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
自
動
車
の
抹
消
登
録
に
よ

る
還
付
や
、
新
規
登
録
に
よ
る
課
税
に
つ

い
て
は
、
改
正
後
も
月
割
計
算
が
さ
れ
ま

す
）
 

　
年
度
中
に
売
買
や
引
っ
越
し
に
よ
っ
て

他
都
道
府
県
の
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
さ
れ
た

の
ち
、
車
検
を
受
け
る
場
合
に
は
、
転
出

前
の
都
道
府
県
が
発
行
し
た
車
検
用
の
納

税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
　
福
井
県
税
事
務
所
 

　
1
２１
‐
0
0
１
0

中
古
車
売
買
の
際
は
納
税
の 

　
　
　
　
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！ 

低
公
害
車
を
購
入
さ
れ
る
か
た
へ
!!
 

こしの国

広報えいへいじ4月号 12

くらしの情報

広報えいへいじ4月号13

引
込
み
工
事
の
お
知
ら
せ

3
月
中
旬
よ
り
第
１
期
エ
リ
ア
内
に
お

い
て
加
入
申
し
込
み
（
平
成
18
年
2
月
28

日
ま
で
に
事
務
局
へ
申
し
込
み
分
ま
た
は

到
着
分
）
を
い
た
だ
い
た
お
宅
へ
、
順
次

引
込
み
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
各
引
込
み

業
者
（
松
岡
エ
リ
ア:

大
和
電
建
㈱
・
永

平
寺
・
上
志
比
エ
リ
ア:

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ

イ
ト
北
陸
福
井
支
店
）
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
工
事
の
際
に
は
、
一
部
通
行
規
制

を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
工
事
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

宅
内
工
事
講
習
会
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。（
こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
加
入
者
の
宅
内
工
事
を
施
工
す
る
た
め

に
は
、
こ
し
の
国
広
域
事
務
組
合
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
宅
内
工
事
業
者
の
指
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
講
習
会
を
受
講
し

て
い
る
こ
と
が
必
須
要
件
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
）
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記

日
時

平
成
18
年
4
月
26
日
（
水
）

時
間

午
前
9
時

場
所

永
平
寺
開
発
セ
ン
タ
ー

〆
切

4
月
24
日
（
月
）
午
後
5
時

受
講
希
望
の
場
合
は
、

(1)

受
講
日

(2)

受
講
者
の
住
所

(3)

受
講
者
の
氏
名

(4)

連
絡
先
電
話
番
号

を
記
載
の
う
え
、
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
会
当
日
は
、
受
講
申
込
書

と
写
真
2
枚
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
、
裏
面

に
氏
名
を
記
入
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
書
は
こ
し
の
国
広
域
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

こ
し
の
国
広
域
事
務
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
６３
‐
１
2
3
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６３
‐
１
2
3
2

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
北
陸
福
井
支
店
内

に
お
客
さ
ま
窓
口
用
の
電
話
番
号
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
し

の
国
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
申
し
込
み

や
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
　

福
井
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

7
0
１
2
0
‐
9
6
0
0
3
6

平
日
9
‥
００
〜
１７
‥
００

(

土
日
祝
日
は
除
く)

〒
9
１
0
‐
0
8
4
3

福
井
市
西
開
発
１
‐
2
4
１
0

E
-m
a
il：
m
m
e
k

＠m
a
rs
.vip
a
.n
e
.jp

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
よ
い
よ
4
月
か
ら
第
3
期
エ
リ
ア
に
て
加
入
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

第
3
期
エ
リ
ア

松
岡
地
区
【
吉
野
地
区
】
松
岡
小
畑
・
松
岡
宮
重
・
松
岡
西
野
中
・
松
岡
湯
谷
・

松
岡
上
吉
野

永
平
寺
地
区
【
中
地
区
】
鳴
鹿
・
山
鹿

【
北
地
区
】
下
浄
法
寺
・
中
浄
法
寺
・
上
浄
法
寺
・
岩
野
・
吉
波
・
栃
原

上
志
比
地
区
【
下
地
区
】
牧
福
島
・
浅
見
・
野
中
・
北
島

な
お
、
第
3
期
エ
リ
ア
の
住
民
を
対
象
に
加
入
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
日
時
お
よ
び
会
場
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■加入説明会日程表

松 岡 小 畑

松 岡 宮 重

松岡西野中

松 岡 湯 谷

松岡上吉野

下 浄 法 寺

中 浄 法 寺

上 浄 法 寺

岩　　　野

吉　　　波

栃　　　原

鳴　　　鹿

山　　　鹿

牧　福　島

浅　　　見

野　　　中

北　　　島

松
岡
エ
リ
ア

永
平
寺
エ
リ
ア

上
志
比
エ
リ
ア

地　区　名 説　明　会　場

小畑生活改善センター

宮重ふれあい会館

西野中生活改善センター

湯谷集落センター

上吉野生活改善集落センター

下浄法寺ふれあい会館

殿村ふれあい会館

上 浄 法 寺 公 民 館

永平寺生活改善センター

吉波集落生活改善センター

栃原生活改善センター

鳴鹿集落生活改善センター

山鹿ふれあい会館

牧福島集落センター

浅見集落センター

野中集落センター

開 催 日

4月09日(日)

4月14日(金)

4月16日(日)

4月23日(日)

4月22日(土)

4月03日(月)

4月04日(火)

4月05日(水)

4月06日(木)

4月07日(金)

4月15日(土)

4月11日(火)

4月12日(水)

4月13日(木)

4月14日(金)

4月17日(月)

時 間

午後7時30分

午後7時30分

午後7時30分

午後7時30分

午後7時30分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分

午後7時00分



　
平
成
18
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
月
額
　
１
3
、
8
6
0
円 

（
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
3
月
） 

　 
   

　
学
生
の
か
た
で
、
収
入
が
少
な
く
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

住
所
登
録
地
の
市
町
村
に
申
請
し
、
承
認

を
受
け
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

※
申
請
の
際
に
は
学
生
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い 

 

　 　
30
歳
未
満
の
か
た
で
、
本
人
と
配
偶
者

の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
住
所
登

録
地
の
市
町
村
に
申
請
し
、
承
認
を
受
け

る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
　 

 

☆
こ
れ
ら
の
制
度
を
受
け
た
期
間
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
3
年
目
の
経

過
後
に
納
付
の
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す 

申
請
先
　
住
民
生
活
課
お
よ
び
各
支
所 

  

　
平
成
18
年
度
の
年
金
額
は
0
・
3
％
引

き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
18
年
４
月
分
か
ら
新
し
い
年
金
額

と
な
り
ま
す
の
で
、
6
月
の
定
期
支
払
か

ら
年
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。 

      

　
平
成
18
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
か
た

は
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
の
組
み

合
わ
せ
に
つ
い
て
、
併
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
選
択
申
出
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

福
井
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
２３
‐
１
0
0
2 

福
井
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
　
1
２１
‐
4
1
6
5 

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　h

ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

年
金
の
給
付
に
つ
い
て

年
金
の
給
付
に
つ
い
て
 

年
金
の
給
付
に
つ
い
て
 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
！

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
！
 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
！
 

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？
 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
！

　
学
生
納
付
特
例
制
度
！
 

ご
存
じ
で
す
か
？
 

　
学
生
納
付
特
例
制
度
！
 

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
と
 

老
齢
厚
生
年
金

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
を
併
せ
て
 

受
給
受
給
（
併
給
併
給
）
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

障
害
基
礎
年
金
と
 

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
を
併
せ
て
 

受
給
（
併
給
）
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

ご利用案内 

国民健康保険からのお知らせ 国民健康保険からのお知らせ 

（24時間・年中無休） 
永平寺町健康ダイヤル24

7 0120-5958-24（通話料無料） 

こんな時、すぐお電話ください。 

●ストレスがたまって精神的にまいっている 
●不意のケガで応急処置を知りたい 
●原因がわからず食欲がわかない 
●家族の介護のことで相談したい 
●疲れているのによく眠れない 
●休日なので診察できる病院を教えてほしい 
●真夜中の急病で誰にも連絡できない 
●アトピーの専門病院を知りたい 
●最新のPETを用いたガン検診ができる施設を 
　紹介してほしい 

フリーダイヤル 

コ ク ホ ハ  24時間 

匿名でもお受けします 

※今までの永平寺専用フリーダイヤル0120-2868-24も 
　引き続きご利用いただけます。 

防 防 消 消 

架空請求詐欺に気をつけて！ 
　インターネットや携帯の有料サイトなどを実際に利用した事実
もないのに、さもあるかのような「電子消費者契約通信未納利用
請求最終通達書」、「勧告通知書」が送られてきていますが、これ
は悪質な振り込め詐欺のものです。次のことを守り被害に遭わな
いようにしてください。 
★身に覚えのない請求は支払わない 
★はがきやメールは無視 
★電話はきっぱり拒否 
★連絡先が書かれていても問い合わせをしない 
★個人情報は絶対に教えない 
相談窓口　　永平寺警察署　161‐0110 
　　　　　　福井県警察本部　　＃9110

子どもに関し、一人でお悩みではありませんか 
◎ 家出を繰り返す　　　　　　　　◎ 不良とつきあっている 
◎ 子どもが犯罪の被害にあった　　◎ 家庭内暴力で困っている 
　相談窓口 
　サポートセンター（専門の職員、秘密厳守、無料） 
　70120‐783‐214
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警察署・消防署

広報えいへいじ4月号 14

年金・健康保険

広報えいへいじ4月号15

3月1日現在

合　計 20,736人
男 10,037人
女 10,699人
世帯数 6,885世帯

（前月比）

（△14）

（△13）

（△ 1）

（△ 1）

（推計）


